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ਂ୭科ॺにする 1Ⴉをවりᇪって 
 

؊ؚーؘー・חーでは、ቚႩ、ਂ୭ᇥ၌にするශのගሇともഓጅなශたなᇀኾについてଞೄと

။し、ᆳஃいྔ௮בಲ౮しています。そのၾዴב 10ஶኬのഓጅなऎॺؖװーにまとめています

が、そこにはいつもทపとೂवにとってዛࢽなऎॺなගሇがሟᆏにまれています。これはདのਂ

୭ؕにするप々のཐಡが์えず४་してूされていること、またそれが፬とະୗにఢዿしてい

ることבᅳしています。 

 

ௗႩは、ऎॺුᇶにしては፯Ⴉとᇥわりなかったものの、ฌैが COVID-19؆פؔبにዷさぶれ

るࡣඛな 1Ⴉとなりました。؆בפؔبฑするためにทᆒがಲ౮したਊฑによってもたらされた਼໒

なᇥँב、ଞೄたちは਼ぎᇀืしशነしてきました。ਂ୭にࢬבਸぼすࣞᆾಱのჍഞፘבᇀืするい

くつかのශしいሑሓもくべき؉ーで्ᄇされました。これらのሑሓは、ࡒよりもஸいಐᇀशႷで

Ⴭഞፘྩב฿することבኬとしたものです。そのଅऐ、ฌैのႏँ༼ຍჍഞፘは、ௗႩᄖには 8.8%

ଲり、૪అが་にᆫ௳された႘には 17%ଲったと෮࿊されています。このようなଲ൛のਊኟは፯が

ありませג。ታෆいことに、؆פؔبによってภじたฌैのჍഞፘのଲ൛ਊኟは、の 30Ⴉのऎ

ॺに࿊ਟされたႩణଲਟኃ（1Ⴉに 6% から 8% のჍഞణଲ）と၍့です。これは、དࣽཊँב

1.5℃ にጌえるኬᅮב༥ถईႷとするฌैの༼ຍ೭౫のᄧࡗに೭まります。とはいえ、፬ঊ၌による

ࣽಬ୲ऐסがःฌਈものཡูしており、ଵఓもཡูし໗けているため、፬がਂ୭ؕにይえるຳ

なࢬにして、2020ႩのჍഞፘのᇥँがࢬすることはほとגどありませג。 

 

このࡴႩはさまざまなታでᆊࢥでᄹૺでしたが、प々が؆פؔبからၜた૪ଫבঊかして、どのよ

うにآץーؠなבפ؟פؔোᎬしᅏえることができるか、ෆくጫशすることはഓጅです。؆ب

࿈した᎔בへのࣤがいかにᆊഋᇀであるかということפ؟えるྖבは、ทᆒਸびேがே੩פؔ

「ᆟझ」となっています。ਂ୭ᇥ၌のࢬは、COVID-19؆פؔبと၍じぐらい਼૽にஃᄧࡗに

ภじるईႷตがあります。ሇெിにఐしているශのྔ௮では、พଃな෯へのװפחやፕなؖ״ب

がਸぶईႷตがあるとಘしていࢬ࠵のৰጅଉに（ץبיー؈ؠלכ）などにᅢጅなのஂᆵؠ؍ؠ

ます。 

 

ௗଢ଼もශのଞによってਿめられているのは、ؠ؋תでبם؟ءな፬ೂवבஓཝするため

に、ॹශでຕにᆏגだශなآ،חーです。፯えば、ฌैなᎲຎみב੫ँして、ؑחؕ،の

、ஓཝすることがਿめられます。༽ৼにはבのຎみبסめるශしいב؋חי・טؚؔר

੩にዓしいဨಃに୶け、ฝしいၗにඔせるために、たちにৄבଢ଼のਂषᆲにᅢጅな౫ഞפؔب؆

はࡴဗりのبؘしかありませג。それבつかまずに૪అถྙにഓבおいて、ט؟؈ת（ಏ໗

ईႷต）בଢ଼षしにするなら、؆؟࿊ב༥ถするためのたちのႷבణぐことになります。ዙፄすべきこ

とに、ทᆒは、࿃༼ຍでよりଌஅでبם؟ءなೂवへহするבبؘまだつかもうとしているよう

にはଣえませג。 

 

ሇெിは、ࢰਵသဘのዽशやጲࡰ༼ຍਹ೭ଳのೕँのईႷตによりያມよりもႏँ༼ຍჍഞፘがஸ

いことなど、ৄ੩へのࢬがໃ་し໗けていることבጮづけるとともに、ਂ୭ᇥ၌にする૪అとبס

౪しています。まだבと、ਂ୭ᇥ၌にするຐඅのईႷตبؘにおけるශたなၒళからၜられる

༥ถするならば、2021Ⴉはப၌するべきഓጅなႩになるでב࿊のኬᅮ؟؆はありますが、ฌैがبؘ

しょう。 
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このሇெിは、Ꭺᇌ Pihl et al., (2021) 、10 New Insights in Climate Science 2020 - a 

Horizon Scan, Global Sustainability, 4. https://doi.org/10.1017/sus.2021.2のॗ

ጅです。このሇெിのഠは、ၟ࿊のഞからࢂዿするものבൊき、すべてこのᎪᇌにৰづくもので

す。 
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1      パリ協定達成のためには、ኾ心的なჍ出削減がᅢጅな 

ことが、モデルの改ፕによって強調された 
 

ႏ酸化༼ຍにする気候感ဗ、つまりჍഞፘの一࿊ໃ加による気温のඑ൦ፘは、以よりもよくጫ解

されています。このශしいཐ識から、ཨ࿘ဗのჍഞ削減ではパリ協࿊の気候ᇥ၌ኬᅮをተたす可Ⴗต

が、以のያມよりも࿃いことが指されています。 

 

 

＜この章のጅ点＞ 

 

● ་気ཨのႏ酸化༼ຍႵဗを 2 ზにした合のད球温ဗの応းは、以よりもよくጫ解されて 

います。これまでの IPCC ᅴ価では 1.54.5℃という෮࿊ᄧ囲を使ዿしている一ሑで、最近の 

研究ではより狭いᄧ囲の 2.34.5℃を࿓案しています。 

 

● このことは、ཨ࿘ဗのჍഞ削減シナリオではパリ協࿊の気温ኬᅮを༥ถする可Ⴗตが、以の 

ያມよりも࿃いことを意ታしています。 

 

● 改ፕされたད域規ኟモデルから、豪雨現ඉと、極༾な高温・࿃温に関するよりፕいගሇがၜられ、

෯資源管ጫに関するශたな機会が࿓示されています。 

 

● 現在のད域な気候ያ໐は、ഌມ࿊されていたよりも高いยဗにより、最高で 10 Ⴉ๐まで 

ያ໐することができます。 

 

 

国際な気候ᇥ၌に関する交൰のཨとなっているのは、་気ཨのႏ酸化༼ຍႵဗのඑ൦にする懸

Ⴊです。ႏ酸化༼ຍは、為に་気ཨにሐഞされる最もഓጅな温室効果ガスです。それは宇ཪへሐഞ

されるདኜሐ射を減൛させることにより、ད球の温ဗඑ൦を引き起こします。このことは 20 ฌ紀以

からጫ解されていましたが、ႏ酸化༼ຍႵဗとฌ界の温ཊ化の࿊ፘな関係が何ഋႩもነらかにな

らなかったことが、൙のリスクをጫ解してᇥ化にശする計画をጵてる取りຎみのඏ害となってきま

した。 

 

新たに示唆されたᇓ衡気候感度のᄧ囲 

 

気候ᇥ၌にይえるႏ酸化༼ຍの影響は、一ᄤにᇓ衡気候感ဗによってᅳされます。それは་気ཨႏ

酸化༼ຍႵဗがზໃした合にያມされるད球の་気温ဗのྙ期なඑ൦ፘです。ᇓ衡気候感ဗ

の「可Ⴗตが高いᄧ囲（likely range）」（このᄧ囲ၾにある可Ⴗตが 66%以එ）は、IPCC の༌ 5 次

ᅴ価ሇ告ി（AR5）において、1.54.5℃ と෮࿊されました。このཏは、1979 Ⴉの Charney ሇ

告ി以降、ᇥわっていません。 
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さらに広ᄧなආ拠に関するශたなህ括ᇀืにより、現在、可Ⴗตが高いᄧ囲が 2.34.5℃ と狭ま

っています。このᇀืから、2.3℃ 以下の࿃い気候感ဗは可Ⴗตが࿃く（可Ⴗต 33% ቴተ）、IPCC 

AR5 は下ሑᄧ囲を考ፄにႚれていません。こうした結Ꭺは、ཨ࿘ဗのჍഞ削減シナリオではパリ協࿊

の温ဗኬᅮを༥ถする可Ⴗตが以のያມよりも࿃いことを示しています。 

 

そのᄧ囲のᄗの༾で、より་きな気候感ဗは、結合モデルະ互ᄾ較プロジェクト༌ 6 期（CMIP6、

IPCC AR6 の基ᄯとなるモデルをᄾ較するために็࿊された）の下でྔธされた、最近のད球規ኟの

気候ᇥ၌実験により࿓案されたものです。それに含まれているད球システムモデルから、1.85.6℃ 

のᄧ囲の感ဗཏが示されました。このうち 10 のモデルのཏは 4.5℃をྖえていました。しかし、これ

らの高感ဗモデルのくは最近の温ཊ化傾向を過་ᅴ価しており、それらの結果を意して扱わなけ

ればならないことを示唆しています。 

 

高感ဗをᄵ࿊するආ拠は、3 つのගሇ源から示されています。それは、気候フィードバックプロセス、

史な記Ꭹ、及び古気候（ዛ史以の気候）記Ꭹであり、モデルの高気候感ဗに逆らうものです。ၟに、

4.5℃をྖえる感ဗは、古気候のආ拠と一ཙさせるのがႍしいことがわかりました。 

 

地域的な気候ᇥ動のよりፕいያ測が可Ⴗに 

 

ད域スケールでは、気候モデ

ルは現在、豪雨や、高温及び

࿃温のፊ極༾事ඉの強さを含

む気温及び෯ᇌの極༾な事ඉ

をよりඑ手にシミュレーション

ഞるようになっています。

モデルは現在、降雨ᆊ໑によ

る干ばつを、ၟに季้なス

ケールでඑ手にシミュレーショ

ンし、ད域のᇓ均雨ፘのᇥ化

が依としてᆊ確実である

合であっても、干ばつの期間

とᆇဗのያ໐がくのད域で

よりธ合するようになってき

ています。このような改は、

国とད域の෯資源管ጫのශた

な機会を࿓示しています。 

 

気候モデルは現在、ၟに་ฦዼ海ቑの近い൙のད域気候の観໐෮移について、これまで考えられて

いたよりもඑ手にያ໐することができます。་気のഩ環、ད域の気温及び降෯ፘの 10 Ⴉ༳位のያ໐

は、現在ዛሰな技ടレベルにあり、ད域の気候ᇥ၌ያ໐のዛዿตに関して་きな期が寄せられてい

ます。 
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よりዓれた地域気候ያ測が価値を生むᇀኾ 

 

● さまざまなエネルギー・ミックスにおけるะ弱ตをጫ解するため、൙のᆭᄇဃസを計画するた

め、あるいは資源管ጫ๗ጸを策࿊するためのエネルギーᇀኾに関する計画ጵ案がᅢጅです。 

 

● 計画ጵ案のために、10 Ⴉの時間スケールをዿいて、気候ගሇを改ፕするᅢጅตをႡ識した෯ၗ公

益企業。10 Ⴉ༳位のያ໐は、インドやཨ国のように෯資源がᇤ在している国で、Ⴚ業ᇀኾからの需

ጅのໃ加にྞኜしている合にၟにഓጅです。 
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2 ዩ解する永久凍土からのჍ出ፘが、これまでのያ想より

も多くなるおそれがある 
 

気候モデルは、永久にသ結したདኜである永久သဘがዩ解されるにつれて、ႏ酸化༼ຍ及びの温室

効果ガスがሐഞされるとያມしています。しかし、これはഌ࿊ፘ化するのが困ႍであったため、計算

にはདᄯが急激にሌ壊して永久သဘのෆພが᎔ഞするプロセスがまだ含まれていません。最近のුᇶ

により、これらのプロセスがჍഞፘに及ぼす影響をよりጫ解できるようになり、気候ᇥ၌の交൰に影響

をይえるほどഓጅなものとなっています。 

 

 

＜この章のጅ点＞ 

 

● 永久သဘからの温室効果ガスのჍഞは、ၩのዩ解プロセスにより、以のያ໐より་きくなる

とມ࿊され、これらは球気候モデルにまだ含まれていません。 

 

● ၩのዩ解の影響により、ཨ࿘ဗと高࿘ဗのჍഞシナリオでは永久သဘのዩ解によるჍഞፘが

2 ზとなる可Ⴗตがあります。 

 

● 永久သဘのዩ解によるჍഞは、ဘ呼吸を高めるඬᆾの根の活၌に影響するため、さらにໃ加

する可Ⴗตがあります。 

 

 

ሾ極の永久သဘのዩ解により、気候ᇥ၌の交൰において検၀するᅢጅがあるほどのჶ་なፘの温室効

果ガスが今後ഋႩにわたってሐഞされることがያມされています。最近の研究では、それが永久သ

ဘのၩのዩ解プロセスによって、以のያ໐より་きくなることが示されています。 

 

永久သဘとは、季้にዩ解されるདᅳኜພの下にある永久にသ結したདພです。それはሾᄖ球の

1,800 ቮᇓሑキロメートルをᆸい、ฌ界のဘཨ༼ຍの 3 ᇀの 1 である、1,460-1,600PgC 

(PgC は༼ຍ 10 億トン）をཻໆしています。ሾ極は気候ᇥ၌に急໒にᄗ応しており、その་気温ဗは

ฌ界ᇓ均のႏზ以එ急໒にཊかくなっています。፯えばシベリアとスバールバルでの 2020 Ⴉの記Ꭹ

ჅりのႨჂのように異ඛにཊかい夏が以よりᆇᄣに起こっています。このႨჂは一ᆪの最ሾད域に

おいて、ሾ極の永久သဘを、一ᆪの気候モデルがያ໐したよりもዃ 1 ฌ紀ວくዩ解させています。 

 

地勢をᇥ化させるようなዩ解が増加へ      

 

永久သဘのၩのዩ解は、ዩ解したདኜのᅯが、そのඑのདᅳኜのሌ壊を引き起こすときに起こりま

す。このዩ解により以にသ結されたဘ༼ຍが解ሐされ、高དエリアに「サーモカルスト」と呼ばれる

スランプ及び溝དฒを形ถし、また෯はけの悪いད域にሌ壊したスカー（ോ฿）湿ད・湖൮を形ถしま

す。これらのདฒ規ኟのᇥ化の衛น観察により、このプロセスが過去 20 Ⴉにわたり加໒していること
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が示されています。それらは、気候の温ཊ化につれて、今ฌ紀には་ᆳにໃ加するとያ໐されていま

す。このプロセスは、ᅳኜພにより遮ཉされているはずのෆພፚ域の永久သဘを夏のཊかい་気にさ

らすことにより、ዩ解໒ဗをວめます。 

 

気候モデルにはཌ階な永久သဘのዩ解が含まれていますが、よりᆷ雑なサーモカルストዤᄇプロセ

スは含まれていません。サーモカルストが含まれると、༉ᅳႵဗ経᎓ (Representative 

Concentration Pathway、RCP) 4.5 でཨ࿘ဗの൙の温ཊ化を仮࿊した合、2100 Ⴉまでに

最་で 3 ზの༼ຍが᎔ഞされ、RCP 8.5 の高温ཊ化シナリオの下では最་ 12 ზの༼ຍが᎔ഞされ

ます。 

 

また、永久သဘのၩのዩ解により、メタンをはじめとする強な温室効果ガスがᄇภしやすいඡへ

ภ系のᇥ化を引き起こします。これらのプロセスを考ፄすると、永久သဘのዩ解による 2100 Ⴉの

ያ໐される温室効果ガスのႩ間Ⴭഞፘはほぼ 2 ზになります（高温ཊ化 RCP8.5 シナリオ）。 

 

 

 
 

 

泥炭地と土壌呼吸の増加による、Ⴭ出ፘのさらなる増大 

༼དは、ඬᆾᇀ解をཛらせるළ෯ඡに一Ⴉཨあり、ጲ域で最་の自༼ຍཻໆ庫の一つである

༼のཡูを可Ⴗにしています。ሾᄖ球の༼དのほぼᄖᇀには、永久သဘが下にあります。ዩ解がၩ

ภじると、ሾᄖ球の༼དの༼ຍ吸収源のてをメタンが支ვなད球温ཊ化のฝታჍഞ源に換す

る可Ⴗตがあり、それがฌ紀໗くかもしれません。 
 

   

北ᴟ圏カナダἢᓊのỌ久凍ᅵᒙ㸦ᑻᗘᇶ‽のために人を㓄⨨㸧。出典㸸G. Hugelius 
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ད球の気候モデルにまだ含まれていない永久သဘのዩ解に関ᎌしたภ学なフィードバック

は、根の活၌が活ᄇになってภじるဘ呼吸におけるプライミング効果です。これは、ဘ༼ຍの൯失

をໃᆳし、RCP8.5 において、2100 Ⴉまでにሾ極の永久သဘから 40 Pg のྩ加༼ຍ൯失（147 

Gton のႏ酸化༼ຍະဴ）がያ໐されています。 

 

 

1.5℃ に関するၟᇠሇ告ിにおいて、IPCC は、永久သဘのዩ解が 2100 Ⴉまで፫ู 100 Gton の

ႏ酸化༼ຍະဴፘをሐഞすると仮࿊しました。ၩのዩ解プロセスは、ཨ࿘ဗから高࿘ဗのჍഞシナリ

オの下で、ཌ階なዩ解のみとᄾ較して、༼ຍの፫ูჍഞፘがほぼ 2 ზになる可Ⴗตがあります。これ

はまた、1.5℃ または 2℃ の温ཊ化ኬᅮとธ合したჍഞシナリオにもዿされる可Ⴗตがあり、残ໜ

する為な༼ຍჍഞ収支において、より厳しい規ฑがᅢጅになります。 
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3 森፟ᄊ採が熱帯の炭素吸収源をᎀ化させている 
 

་気のႏ酸化༼ຍはᅆፍとして။くため、「ጲ域༼ຍ吸収源」と呼ばれるጲ域ภ系による༼ຍの取り

込みが་きくなっています。この効果は、ၟにႨདሑでは、間主၏のဘདጦዿのᇥ化によって、ま

すますち൯されつつあります。の栄ጊᇀのᆊ໑、෯ストレス、永久သဘພのዩ解など、のጅ因が、

ጲ域༼ຍ吸収源をさらにຑ害する可Ⴗตがあります。ጲ域༼ຍ吸収源の൙は、としてᆊነፒで

す。 

 

 

＜この章のጅ点＞ 

 

● ጲ域ภ系は現在、間のႏ酸化༼ຍჍഞፘの 30% をඬᆾのႏ酸化༼ຍ施ᅆ効果によって 

吸収しています。 

 

● ฌ界のႨ雨፟のᄊ採により、その༼ຍ吸収源としての規ኟは減൛していますが、これはሾᄖ球

の最近の༼ຍの取り込みのໃ加によりバランスが取れています。 

 

● ႏ酸化༼ຍ施ᅆによるฌ界のඬᆾバイオマスの༼ຍの取り込みは、ཤຍ及びリンによって൙

ฑ限される可Ⴗตがあります。 

 

● ဘདጦዿのᇥ化によるႏ酸化༼ຍჍഞは 21 ฌ紀も引き໗き高い෯മで෮移しており、ጲ域༼ຍ

吸収源への་きな脅威であることにᇥわりはありません。 

 

 

現在の་気ཨのႏ酸化༼ຍႵဗは、ད球のภᆾ圏によるႏ酸化༼ຍの取り込みとཻໆがなかったとし

たら、ེしく高くなっていたでしょう。ฌ界ཨのጲ域ภ系は、化ุႭፍのႭ൲と、፬によるဘདጦዿ

及びဘདᅇᆸのᇥ化をྫྷしてሐഞされるႏ酸化༼ຍのዃ 30% を取りൊき、ഓጅなภ系サービスを

࿓供しています（෨ 1 参൴）。ဘདጦዿのᇥ化 (Land-use change、LUC) は間がဘདで行う活

၌とဘདのጦዿሑሓのᇥ化のことであり、ဘདᅇᆸはདᅳኜのᆾጫなᅇᆸのことです。このภ系

サービスは、一ᄤに自のጲ域༼ຍ吸収源と呼ばれ、་気ཨのႏ酸化༼ຍのໃ加ጴをཛらせ、気候ᇥ

၌の໒ဗをጌฑしています。しかし、自のጲ域༼ຍ吸収源は、自起源及び為起源のፊሑの環境ᇥ

化にྞไᄗ応するため一࿊ではなく、་気からႏ酸化༼ຍを吸収する収Ⴖも影響を受けます。

1960 Ⴉ以降、ጲདが吸収するႏ酸化༼ຍのፘはほぼ 2 ზになりましたが、それは主にႏ酸化༼ຍ施

ᅆとしてཐられる現ඉのためです。これは、་気ཨのႏ酸化༼ຍがໃ加し、ඬᆾの光合ถや資源ጦዿの

効ጴが高まり、ඬᆾがよりくの༼ຍを取り込んでཻໆするようになる現ඉです。 

 

熱帯地域のጲ域炭素吸収源の減少 

 

ස፟Ⴥ壊や自ད域のᎀ化など、間によるภ系の་規ኟなかくጞがໃ加したにもかかわらず、こ

れまでのところ自のጲ域༼ຍ吸収源のໃ加がภじてきましたが、今後はそれをဴのことと見なすこ
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とはできません。現在、ད球එで最も་きなႏ酸化༼ຍ吸収源のいくつかが、ၟにႨのภ系におい

て、さまざまなጫዡによってすでにሢᎬしたというආ拠があります。๐ず、いずれは吸収源をฑ限する

可Ⴗตがあるプロセスがあります。ၟに、ཤຍやリンなどၟ࿊の栄ጊᇀのጦዿ可Ⴗตが࿃いと、光合ถ

のໃ加をバイオマスのໃ加へᇥ換するད球規ኟのภ系のႷが弱まり、ひいては༼ຍཻໆፘが減൛

します。これらと෯のฑዃなどののະ殺ጅ因の結果、ႏ酸化༼ຍ施ᅆ効果がඬภ光合ถに及ぼす効

果がฌ界に減൛していることが、最近の研究では強ྔされています。༌ႏに、自のጲ域༼ຍ吸収源

とฝታのဘདጦዿのᇥ化のጺれのฝታのバランスを決࿊するད域固ዛのプロセスがあります。あるႨ

ད域が༼ຍ吸収源のሢᎬඡにあるかሢᎬඡに近いように見える一ሑで、亜寒や温などの

ད域では、༼ຍ吸収源の収ዴがໃ加し໗けることがあります。Ⴈདሑのฝታの吸収源の減൛は、ස

፟Ⴥ壊など間のဘདጦዿのᇥ化（LUC）が主な原因ですが、亜寒፟では、ภ育期の延ྙや過去のណ

ጞからのස፟の再ภྙなど、いくつかのጅ因がໃ加を້しています。いくつかのད域においては、極༾

な気ඉ現ඉのᆇဗのᇥ化によるස፟枯死ጴのໃ加も見られます。 

 

森፟火災や永久凍土のዩ解によるჍ出ፘの増加 

 

๐፯のないႏ酸化༼ຍのჍഞが、オースト

ラリア、カリフォルニア、アマゾン及びሾ極

圏のස፟火災によりᄇภしています。

2020 Ⴉのස፟火災は、ฌ界に 244 メ

ガトンの༼ຍ（ႏ酸化༼ຍの 895 メガトン

にະဴ）の൯失を引き起こしたと෮࿊さ

れ、為起源の気候ᇥ၌の結果としてその

影響は悪化するとያ໐されます。༼ຍを吸

収してཻໆするጲདのႷもまた、ဘの

温ဗඑ൦（ᇀ解ጴをඑ൦させる）や永久သ

ဘພのዩ解によって、悪影響を受けます。

メッセージ 2 において๊ነしたように、永

久သဘのዩ解による༼ຍのሐഞは、以の

ያມよりも悪い可Ⴗตがあります。寒፰ད

域のこの「悪いཐらせ」は、よりཊかいད域

の「ፕいཐらせ」によって、ある࿘ဗバラン

スをとっています。つまり最近の研究によ

れば、乾ອဗのྙ期ᇥ化の෮࿊にዿいら

れた以のモデルでは、ႏ酸化༼ຍのඬᆾ

への෯้減効果を考ፄしていなかったの

で、乾ອདの乾ອ化を過་ᅴ価していたと

いうことです。このことは、一ᆪの乾ອད域

では、ဘདからの༼ຍሐഞが、恐れられて

いるほど悪くはない可Ⴗตがあることを意

ታします。 
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土地をどのように管ጫするかでቴが決まる 

 

自のጲ域༼ຍ吸収源の൙の可Ⴗตに関しては、いくつかのཐ識のギャップがໜ在しており、ႏ酸化

༼ຍがད球規ኟのภ系のภ産ตに影響を及ぼすことは現在では広くႡ識されているものの、それが

どの࿘ဗまでかはฝ確にはわかっていません。したがって、ဘད使ዿのᇥ化のጺれをより࿊ፘ化するこ

とは、自のጲ域༼ຍ吸収源をよりよくጫ解する鍵となります。ဘདの管ጫは依としてቴཐのഓጅな

ものですが、༨༼ຍ化にഓをམきつつ、ඳፔᇱඏ、ဘདのᎀ化や砂ჳ化にശする取りຎみが、緊急

にᅢጅであることはነწです。現在のところ、自に基づく解決案にጮᆋけられたさまざまな気候๗ጸ

――፯えば、ภ系のᇱ護と持໗可Ⴗな管ጫや、ภ系に基づくアプローチやဘ༼ຍ隔ጱ (soil 

carbon sequestration、SCS) のዿ――があります。එ手く実行されれば、これらの๗ጸは、

2℃ よりഋᇀ࿃くとどめるኬᅮに貢献できるかもしれません。しかしながら、ฌ界なඬ፟に基づく手

ሓは、ኪをඬえることによるᆟの影響とトレードオフを考ፄするᅢጅがあります。これらのཐ識のギャッ

プにኬすることは、さまざまな社会経済な経᎓の下でጲ域༼ຍ吸収源のያມされる軌฿を絞り込

む手ൃけとなり、効果なท策็計によりፕいගሇをይえることになります。 
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4 気候ᇥ動は水の危機を著しく悪化させる 
 

 

෯質・෯ፘの危機は気候ᇥ၌とቹไに関係しています。この影響は、主に洪෯及び干ばつという極༾な

事ඉによるもので、既ໜのᆊᇓ့からさらに悪化しています。気候の影響を受けた෯関ᎌの極༾事ඉ

はすでにᅪቮもの移ഉと༄去をภじさせ、ฌ界な移ഉの危機をුめる可Ⴗตがあります。 

 

 

＜この章のጅ点＞ 

 

● ෯質・෯ፘの危機は、気候ᇥ၌や極༾事ඉのໃ加にቹไに関ᎌしています。 

 

● ශしい実ආ研究から、気候ᇥ၌によって極༾な降෯事ඉ（洪෯及び干ばつ）が既にᄇภしている 

ことがわかっており、これらの極༾事ඉは෯の危機につながります。 

 

● このような෯の危機の影響はᅋඛにᆊᇓ့です。その影響はตᇠ、収ႚ及び社会ท治ᆊᇓ့に

よりภじ、またこれらを悪化させます。 

 

● 気候ᇥ၌は社会経済ጅ因とະまって、ፕ質な෯へのアクセスに影響をይえます。 

 

● ෯関ᎌの気候の極༾事ඉは、ᅪቮもの々の移ഉと移၌の原因となっています。国際ท策 

コミュニティーでは、移ഉは応๗ጸとして取り扱われています。 

 

 

気候ᇥ၌はすでにくの෯ጺ域において極༾事ඉを引き起こし、ད域社会に影響をይえています。

UNFCCC Climate Action and Support Trends 2019（UNFCCC 気候ᇥ၌の策と支援の

၌向 2019）のሇ告ിでは、最もะ弱なᇀኾの 1 つとして෯を取りඑげ、ၟ࿊されたのᇀኾとᄾ較し

て最もくの国に影響をይえるඡにあるとしました。極༾な降෯ፘのᇥ化は、ᇓ均降෯ፘのᇥ化より

も་きい可Ⴗตが高いです。極༾事ඉの強さとᆇဗはໃ加し໗けて行くでしょう。極༾な降෯ፘはすべ

ての気候ད域でໃ加するでしょう。ただし、ᄖ乾ອད域とᄾ較すると、湿യ及びᄖ湿യད域でより強さ

がໃすでしょう。これは、་ᆪᇀのད域において洪෯の激しさがໃすとያ໐されていることと一ཙして

います。 

 

降雨ፘの季節的ᇥ動が増大      

 

降雨ፘのᇥ化は、དጫにも時間にも෯のᇀᆑとጦዿ可Ⴗตに影響をይえます。このᇥ化が་きく

なると、季้にᇥ၌のある降雨レジームはさらにᇥ၌が་きくなることがያມされます。その一ሑ

で、季้ᇥ၌が൚さいレジームでは、モンスーンでよりくの降雨となるでしょう。乾ອ化に関しては、

ད球එのጲ域の 72%は、より乾ອ（乾ອဗのඑ൦）する可Ⴗตがあります。ႏ酸化༼ຍႵဗのໃ加に

するඬภᄗ応（より高いႏ酸化༼ຍႵဗはඬᆾが෯を้ዃするのをൃけることができる）を考ፄして



17 
 

も、乾ອ化はภ系及びภを維持するႷに悪影響を及ぼすことがያມされます。乾ອ化はၟに、ཨ

ဪ、ሾアフリカ、ႊᆪヨーロッパ、及びオーストラリアに影響を及ぼすでしょう。ဒ市化は、ད域の気候パ

ターンのᇥ၌の一ᆪとして、降雨ፘを更にᇥ化させています。፯えば、これはཨ国の་きな市街化区域

で一ພነらかであり、そこでは極༾な降෯事ඉの規ኟ及び再ᄇがໃ加しています。干ばつや洪෯がໃ

えると、ᆾጫなᆊ໑または࿊期な供給を確ᇱするためのฑဗのᆊᅏ、あるいはโなインフラの欠

ႛによって、෯ᆊ໑を引き起こすことになるでしょう。 

 

研究が進んでいない極端な降雨事象 

 

་ഩ環モデル (General Circulation Model、GCM) は、気候に関ᎌする意思決࿊にᆊ可欠なツ

ールです。しかし、現在の研究では、GCM をዿいた現在の手ሓでは、極༾事ඉのリスクを含む෯ഩ環

のེしいᇥ化の可Ⴗตを過൚ᅴ価している可Ⴗตが指されています。これらのモデルを使ዿする際

には、ᇓ均ཏとそのᇀ散に൳をဴてるため、極༾な降雨事ඉへの意がჰれてしまいます。極༾な気

ඉ事ඉは、෯の危機のᅋඛにഓጅなጅ因であり、෯の質とፘのᎀ化というで෯の安ᇱඏに影響を

ይえるため、これはኴ༎です。ฌ界にႨと亜Ⴈད域のᆊ確実ตが高いのは、ጺตሯᆭ雨をモデ

ル化することの困ႍさと、モデルの検ආと改ፕのための気ඉ観໐ኦの希ჰさとがຎみ合わさっている

からです。極༾事ඉは、気候モデルやያ໐研究において、より་きな意をᆻわれるべきです。 

 

 

水の危機の影響に見られるᆊ公ᇓさ 

 

気候ᇥ၌は、෯質にも影響をይえます。፯えば、モンスーン時期のᇥ၌は、ཤຍ、リン、及びの汚ᆾ

質の希釈またはႵചにつながる可Ⴗตがあります。෯の危機及び気候ᇥ၌リスクの影響は、社会のᆊ

ᇓ့をᄗ映し、ᅋඛにᆊᇓ့です。ᆊഋᇀな෯、衛ภ及びトイレの資源は、ตと൛にᇤって་きな影

響を及ぼし、健康එ、社会එの悪い結果につながります。汚はまた、細なภ系（፯えば珊瑚൸）が

極༾気候事ඉから回ᆲするႷをໟないます。 

 

2018 Ⴉのケープタウンでの෯の危機に関する最近のྔ査は、極༾な気候事ඉによって一ᆪにჩ車が

かかり、更に悪化する൙の෯のᆊ安࿊事ඉのഓጅな事፯であることをነらかにしました。Ⴉに及ぶ

干ばつが、2018 Ⴉにケープタウンで厳しい෯の危機を引き起こし、ᆷ雑なท治及び社会影響を

ൣきました。既ໜのᆊᇓ့が強化され、෯ጦዿ者間の競ຮが激化した一ሑで、ཆ結とആཆ行၌のශたな

機会がภまれました。้෯のဖ、ၟにഉኁと企業の需ጅを減らすための市のຕ່なキャンペーンに

より、෯ᆊ໑の厳しさが軽減しました。 

 

水の危機が移ኁをዤᄇする 

 

෯関ᎌの極༾事ඉがᅪቮもの移ഉと༄去の原因にもなっているというท策Ⴁ識が高まっていま

す。国ᎌฌ界෯開ᄇሇ告ി 2020「෯と気候ᇥ၌」 は、これらの事፯を記ഠするとともに、気候ᇥ၌に

起因する移ഉをሻぎ、持໗可Ⴗな開ᄇኬᅮの༥ถを支援するよりも、国際ท策のコミュニティーは、

在な応๗ጸとして移ഉを検၀し始めるべきであると࿓案しています。移ഉ、ဒ市開ᄇのၗ筋及び気

候ᇥ၌は、෯のጦዿと管ጫに関する価ཏ観のᇥ化を引き起こすかくጞጅ因です。෯のഓጅตをႡ識し
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た気候ᇥ၌へのアプローチは、気候ᇥ၌の原因と影響のፊሑにശすることができます。෯に基づい

た気候ᇥ၌への応๗ጸと緩Ꭼ๗ጸをຎみ合わせれば、災害リスクの軽減を含む෯資源管ጫにጦ益を

もたらし、෯の供給を改することができます。 
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5 気候ᇥ動はメンタルヘルスに著しく影響をይえる 
 

気候のᇥ化とᇥ၌ตがメンタルヘルスにይえる影響をጫ解し管ጫすることは、近Ⴉ研究がුみつつあ

るᇀኾで、ストレスや外ോ、うつᅸ及び自殺などの影響があることがわかってきています。極༾な

気候事ඉやඑ൦する海ዼ෯位、高い気温はメンタルヘルスに悪影響を及ぼし、また൙の気候ᇥ၌へ

のストレスも間ไな影響をይえます。気候ᇥ၌は༱にでも影響を及ぼしますが、ၟにะ弱なඡにམ

かれた々に་きな影響を及ぼします。これらのメンタルヘルスඑの影響は、それらをᇱ健ฑဗ、ဒ市

計画、ภ系及びภᆾዻตのᇱとᇱ護にነ確に࿊めることによって、あるいは、自環境にふれる

よう້ුするなど、社会ฝ義及び環境ฝ義に取りຎむことによってശされます。 

 

 

＜この章のጅ点＞ 

 

● 気候ᇥ၌は、༽期及び、よりྙ期な時間スケールで、メンタルヘルスにྞไまたは間ไな

悪影響を及ぼします。気候のᇥ၌ตがメンタルヘルスにይえる影響のᆟ༶は་きく、それが気候ᇥ

၌のさらなる影響によってໃ加することを示唆するආ拠がく挙がってきています。 

 

● ᎌ鎖、ᆷ合リスクが、Ⴔみやᆊ安の原因になっています。 

 

● すべてのが気候のᇥ化とᇥ၌ตによるメンタルヘルスへの影響を受ける可Ⴗตがありますが、

ᇱ健එのᆊ公ᇓに苦しんでいる々がၟに影響を受けやすいと言われています。 

 

● 自環境のภ系とภᆾዻตのᇱ護だけではなく、ဒ市計画ท策のཨで෯ᇩとདをໃやして

ᇱにをႚれれば、健康も້ුされ、レジリエンスがၜられます。 

 

 

気候ᇥ動は直接的、間接的にメンタルヘルスに悪影響 

 

気候ᇥ၌は、気候に影響されやすいᆟോ、疾患や死ሦのໃ加にྞไ関係しており、温ဗ、降෯ፘやの

ጅ因がᇥ化し໗けることにより、健康එのリスクはໃ加することがያ໐さています。気ඉのᇥ化がスト

レスと፣൞ඏ害（外ോやᆊ安൵、PTSD、うつᅸ）のリスクのໃ加など、メンタルヘルスに悪影響

を及ぼし、自殺のリスクまでໃ加するおそれがあることを示唆するආ拠がໃえてきています。メンタル

ヘルスへの影響は、極༾なഞ事の後もྙ期間持໗し、ฌ༉をྖえて影響を及ぼすおそれもあります。 

 

ย්ඏ害及びዄᆾጞዿ疾患は、各国ทᆒの疾ᅸᆟ༶額の 510% を๒めており、ตがย්ᅸを患

う可Ⴗตはཌྷตのほぼ 2 ზとなっています。ย්疾患や依ໜต疾患は、ฌ界で 10 億以එに影響を

及ぼしています。ᇥ化する気候や気ඉパターンの現在の影響また൙なリスクについての一ᄤのႡ

ཐဗが高まることで、気ඉ災害のྞไな影響を受けていない々、ၟに൙にするᆊ安をሎえる

若者の間で、気づかないうちにメンタルヘルスがපまれているかもしれません。間ไなメンタルヘル

スඑの影響の፯としては、エコᆊ安൵（環境ኴ༎ვต）、エコロジカル・グリーフ（ภ学なᄹ༴）、ภ
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ᆾ圏に関する懸Ⴊ、そして、環境のᇥ化を経験することによるภじるႴみである「ソラスタルジア」とい

うものがあります。 

 

ᎌ鎖的かつᆷ合的なリスクが引き起こす、ᆊ安症及び苦Ⴔ 

 

空間、時間なスケールをྖえたᎌ鎖・ᆷ合なリスクは、そのようなリスクの原因となるഞ事

の影響をໃᆳさせ、メンタルヘルスに悪影響を及ぼしています。ස፟火災、එ൦する海ዼ෯位、沿岸の

ළඳ、ස፟Ⴥ壊、そして永久သဘພのዩ解は、々がそれらの影響を受けやすいസからጱれたസへ

の移、༄去及び移ഉに繋がります。ഉኁの༄去は、ད域社会のネットワークや、ᇿらし、ဘདへの愛ཧ

などのつながり์たれてしまうため、社会ጫリスクが高まります。 

 

各国ทᆒの間でもメンタルヘルスへの影響のᆟ༶の་きさをႡめる၌きがあります。ᇓዼൂဥൂ国

では、気候に影響を受けやすい健康リスクのうち、ዓ๐വ位の高いものとして、極༾な気候事ඉによる

外ോと、今ᄇภしつつあるまたはこれからᄇภするとያມされる気候ᇥ၌の影響に関ᎌした社会

ጫな影響の㕲つを挙げています。፯えば、ツバルにおける気候ᇥ၌とጫ苦ྫに関する研究で

は、၍国のフナフティ環൸のくのഉኁの間で、気候ᇥ၌とそれがもたらす൙への脅威が、ย්苦

ྫにつながるጅ因であることがわかっています。カナダでは、2013 Ⴉのアルバータ州ႊᆪの洪෯が、

メンタルヘルスにྙ期な影響を及ぼしました。 

 

積極的なメンタルヘルス対策が、健康と気候レジリエンスの強化につながる 

 

ᇱ健ฑဗにおいては、気候関ᎌの災害の影響を受ける々へのメンタルヘルスඑの支援をู極に計

画に含めることがᅢጅです。その༥ถのためには、影響を受けるഉኁ、移ഉのထඑにある々、及び「取

り残された」々にするメンタルヘルス支援に関する国際合意を結ぶことがᅢጅです。さらに、気候

に係るメンタルヘルスの๔家が、ย්苦ྫの治ፑのためのトラウマインフォームドケアを施すこと

ができるように研ೲを受けさせることもできます。一፯としては、ഉむസがჅ壊もしくは་きなໟോ

を受けたことで、ྙ期間にဍって一時なᅊႍസ（そもそもそうしたᅊႍസがあったとして）に在す

る々にする支援が挙げられます。 

 

気候ᇥ၌及びそれによる災害がメンタルヘルスに及ぼす影響との因果関係とそのጅ因、さらにその最

もዛ効な解決策についてのጫ解をෆめるためのより一ພの研究がᅢጅです。社会・環境なฝ義に

する関にも応するᅢጅがあります。具には、コミュニケーションとアウトリーチ活၌の改、

メンタルヘルスリテラシーの向එ、ᇌ化な資源をሟかにすることが挙げられます。極༾な事ඉや災害

がᄇภした際には、ၟにより་きな影響を受けやすいグループにする支援にആཨすることで、メンタ

ルヘルスやᆵ祉、さらにග၌の安࿊を改することができます。 

 

生態系、生ᆾ多ዻ性、水ᇩと地の促進とᇱ全は人々の健康にもጦ点がある 

 

アクセス可Ⴗなオープンウォーターやད、とりわけሟᆏなภ系とภᆾዻตをもつ෯ᇩとདを້

ුしᇱ護するຂམはഓጅです。そのጫዡは、これらが༽期にもྙ期にもፕ好なメンタルヘルスと健

康に関ᎌしているからです。これらの空間は、気候関ᎌの災害や極༾な事ඉリスクጅ因を減らし、々
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のภ活の質を向එさせます。そのようなຂམは、気候ᇥ၌にしてレジリエントな開ᄇの基な構ถ

ጅຍであり、፬の健康と自環境の健康のためのጦというᆷのጦがあります。 
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㕶 政ᆒは COVID-19からのグリーンリカバリーの機会を 

活かせていない 
 

コロナ禍にするዻ々なฌ界の応は、そのᆱ作ዿとして、፯のない規ኟでの温室効果ガスと汚

ᆾ質のჍഞ削減につながりました。ႏ酸化༼ຍのჍഞは、2020 Ⴉのᄖにほぼ 9%、行၌規ฑがピ

ークの時には最་ 17%減൛しました。これは気候ᇥ၌の観からはፕいཽ候かもしれませんが、その

ྙ期な見ྫྷしは景気刺激策のၾዴに依ໜします。くのทᆒは何ཽドルもの規ኟの刺激策を브し

ましたが、Ⴭഞのい経᎓にロックインする可Ⴗตのある活၌に資金を࿓供し໗ける一ሑ、࿃༼ຍဨ資

にはቴだഋᇀな資金をဨႚできていません。 

 

＜この章のጅ点＞ 

 

● COVID-19 による一時なロックダウンは、ฌ界に፯のない温室効果ガスჍഞ削減や 

ဒ市のኬに見える་気質の改につながりました。 

 

● COVID-19 応のロックダウン期間ཨの་ᆳな温室効果ガスჍഞፘの࿃下は、ྙ期には、ฌ

界の 

Ⴭഞ経᎓に་きな影響をይえる可Ⴗตは࿃いです。 

 

● ฌ界のくのทᆒは、コロナ禍からの回ᆲのため、12 ཽᇚドル以එのဨႚをᅳነしました。これ

とᄾ較して、パリ協࿊のኬᅮをተたすჍഞ経᎓を༥ถするのにᅢጅなႩ間のဨ資額は 1.4 ཽ 

ᇚドルとされています。 

 

● 経済๐ු国の刺激策によって、Ⴚ業・工業・棄ᆾ・エネルギー・運ዐに割りဴてられた資金は 

3.7 ཽᇚドルに༥します。これによりဴ該ᇀኾからのჍഞを་きく࿃減させる可Ⴗตがあります

が、ทᆒはこの機会をഋᇀに活かしていないと考えられます。 

 

● ทᆒの景気刺激策は、かれ悪しかれ、今後ഋႩの温室効果ガスのჍഞ経᎓を作りඑげてい

くことになります。これを気候策にโに活ዿできれば、気候を守る取りຎみの換となる

可Ⴗตがあります。 

 

 

一時的ではあるが、2020年のჍ出ፘは急激に減少 

 

COVID-19 の拡散をጌฑするため、ฌ界のくのทᆒはの移၌に関しこれまでにないฑ限を課し

ました。その結果、エネルギー使ዿや交ྫྷ、ᆊጅᆊ急の൯ᅉに急激なᇥ化がภじました。ビジネスがᇘ鎖

され、経済活၌は࿄止し、くのが自༔勤ኃとなったことで、ᆋする温室効果ガスのჍഞは急減し

ました。2020 Ⴉの最ഷの 6 カ月のႏ酸化༼ຍのჍഞは 2019 Ⴉの၍期間とᄾ較して 8.8% ࿃下

したと෮࿊されています。ฌ界ཨのくのད域で最་の行၌ฑ限が行われた 2020 Ⴉ 4 月には、ႏ
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酸化༼ຍのჍഞは 17% ࿃減したとされ、ᆷの国の࿃減ጴはさらに་きなものでした。また、ၟにဒ

市圏で་気汚がེしく࿃減しました。これは、車のጦዿや工ภ産、建ཝ活၌が削減されたことに起

因しています。しかし、これらの࿃減は一時で、行၌規ฑが緩Ꭼされ経済活၌が再開した後、፯えば交

ྫྷ関ᎌのჍഞは 2019 Ⴉのレベルに再එ൦しました。ただし、航空関ᎌのჍഞは፯外で、依としてほ

ぼᄖᇀのレベルにとどまっています。これらの字が意ታするところは、パンデミック時に採ዿされた

応๗ጸや、ฌ界の GDP が 35％減൛した一時な景気後༄では、ྙ期な気候ኬᅮは༥ถでき

ないということです。  

 

グリーンな景気を刺激する機会 

 

2020 Ⴉを換とするには、ภ産と൯ᅉの構່をᇥえるᅢጅがあります。くの国が景気回ᆲのた

めの刺激策として資金ဨႚを計画しているため、そのような機会は実際にໜ在します。コロナ禍からの

景気回ᆲのため、ทᆒは現在ჶ་な額の資金をဨႚしています。再エネ・エネルギー効ጴ・交ྫྷのဃ化・

アクティブモビリティ（ညᇶ、自車့での移၌）・クリーン技ടの研究開ᄇ・建ᆾの൶エネ効ጴの改な

どのグリーンな࿃༼ຍ策に資金をഊဴすれば、࿃༼ຍ社会への移行を加໒できます。これらはマルチ

のコ・ベネフィットをもたらし、健康の改や་気汚の削減など、2030 ႩがኬᅮႩ次の持໗可Ⴗな

開ᄇኬᅮ（SDGs）とのະඔ効果があります。クリーンエネルギーへのဨ資は、雇ዿやイノベーションの

主ጅな原၌となり、座൸資産となる可Ⴗตを削減し、ဨ資家にとってትなリスクプロファイルを

作りだすことができます。 

 

依然としてᆲ興策の中心にあるブラウン投資 

 

このᇌിの執ᅤ時で、ฌ界ཨのทᆒは、12 ཽᇚドルをྖえる資金を、経済刺激のためにဨႚしよう

としています。ྙ期なኬᅮの༥ถには、この資金のዃᄖᇀが 5 Ⴉ間でᅢጅとなります。今ฌ紀ᄖばま

でにゼロエミッションを༥ถするには、2020 Ⴉから 2024 Ⴉの間にฌ界でႩ間ዃ 1.4 ཽᇚドルのဨ

資が行われるᅢጅがあるためです。ちなみに、2020 Ⴉ 10 月現在、経済刺激をኬとした資金のうち

ዃ 3.7 ཽᇚドルが、ႏ酸化༼ຍのჍഞや自の持໗ตに影響をይえるႺ業・工業・棄ᆾ・エネルギ

ー・交ྫྷのようなᇀኾにഊဴされています。しかし、ทᆒはこれらのᇀኾをグリーン化する可Ⴗตを၄し

てしまっています。実際、景気回ᆲのための資金は、主に化ุႭፍベースのブラウンな活၌にഊဴされ

ているためです。G20 のทᆒは 2020 Ⴉ 11 月現在、2,330 億ᇚドルを化ุႭፍベースのภ産・൯

ᅉにコミットしている一ሑで、クリーンな策には 1,460 億ᇚドルしかコミットしていません。このよう

な資金の使いሑは、༼ຍആዃ型の活၌をႩあるいはഋႩにわたってロックインし、ฌ界経済システ

ムにおける化ุႭፍ関ᎌの企業のዂ割を強化してしまいます。一ሑで、このレベルのグリーン景気刺激

策では、パリ協࿊のኬᅮとธ合する経᎓の༥ถにᅢጅなဨ資を確ᇱできなくなります。 

 

ทᆒのท策やの行၌は、ഋᇀな緊急ตとᅢጅตがあり、意思決࿊者がそれ以外の༖肢をዛしない

合、劇かつ急激にᇥ化する可Ⴗตがあります。コロナ禍にする応はこのことをነらかにしまし

た。つまり、ทᆒやဨ資家が経済を再建するために今႘行う༖、ၟにこの๐カ月の救済など危機

応からᄌけഞす時に行う༖は、今後、ഋႩのჍഞ経᎓を決࿊づけるものになりうるということで

す。 
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7 COVID-19と気候ᇥ動は、新しい社会契ዃがᅢጅなこと

を証ነした 
 

コロナ禍は、システムの危機にし現༉社会がะ弱であることを᎔࿈させました。気候ᇥ၌は൛な

くとも၍࿘ဗにჅ壊なものであり、その影響が悪化するにつれて、現在の社会システムがവ次応し

て行くのはဴとは考えられなくなりました。国を越えた協။を実現するႷや໒な行၌にᅢጅな

公の支援を強化するために、ශしいガバナンスの仕ຎみとグローバルな合意がྞちにᅢጅとなって

います。 

 

＜この章のጅ点＞ 

 

● COVID-19 と気候ᇥ၌は、፬のᆵ祉と経済の安࿊をໟなう国境を越えるリスクであり、ၟに 

最もะ弱な者によりෆ刻な影響を及ぼします。 

 

● このパンデミックは、ทᆒや国際機関が国を越えるリスクにโにശできないことをነწに 

しました。 

 

● 加໒ဗにໃ་する気候ᇥ၌のリスクにശするためには、ガバナンスの革ශᇥ革がᅢጅ 

です。 

 

● COVID-19 のリスクはདሑ・国・国際レベルの革ශな応によりശできること、そして、より

強なད球規ኟの応がᅢጅであることを、ད域社会やทᆒが実ආしたいくつかの፯もあり 

ます。 

 

● NGO やད域社会、ユースなどくのグループによる社会運၌は、気候ᇥ၌によるད球規ኟの 

リスクにする国を越えた応が可Ⴗであることをነらかにしました。気候ᇥ၌にし確固たる 

行၌をとるᅢጅがあるというทᆒにする圧は高まってきています。ශしい社会契ዃにより、 

安࿊した気候の下で、ၗかつ公ฝ（just）なฌ界を構ཝする見ྫྷしが強化できます。 

 

 

 

持໗可Ⴗでレジリエントな間社会を構ཝするため、革ශでມໂかつᇥ革を恐れないアプローチ

を、ฌ界は、今、緊急にᅢጅとしています。དሑ・国・国際スケールでの COVID-19 への応は、気候

関ᎌの災害やฌ界なパンデミックのようなシステムに及ぶ危機のかじ取りをするには、現在のຎ

දのႷがႛ何にᆊഋᇀであるか、ད球එのいたるところでነらかにしました。COVID-19 と気候ᇥ

၌は、ፊሑとも、の健康と環境を脅かすだけでなく、種及び社会なᆊᇓ့を広げます。ทᆒに

よる決࿊な応がないと、ฌ༉ၾ及びฌ༉間のᆊ公ᇓを悪化させる可Ⴗตがあります。 

 

科学者は、気候ᇥ၌の影響は COVID-19 のዻに、༽時間に広ᄧ囲に及び、Ⴥ壊なニューノーマルを

ภむ可Ⴗตがあると考えています。システムに及ぶリスクはേ々に起こり、今の社会やภ系はそ
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のようなฌ界な環境ᇥ化にうまく応することができるという්Ꭽがありますが、昨Ⴉ起こったく

の事ඉはそれをነ確にᄵ࿊しています。パンデミック・極༾な気ඉ現ඉ・ໃ་するᆊᇓ့・財ท危機など

のฌ界かつシステムに及ぶඃ撃は、ඳፍ・෯・エネルギー・データ・ลᆀ・ล່システム・ዐຽシステ

ムなどからถる 21 ฌ紀の間社会そのものからภじたものであり、また、今やそれを質に脅かす

ものとしてጵち現れています。このようなシステムそのものやそれにᆋするᆊ安࿊ตによって、間

やภ系はჅ壊な影響を受けており、公ฝでᇓ့な社会関係を構ཝするඏ害となっています。まさ

に、ད球規ኟでのශたな応がᅢጅとされています。 

 

リスクと脆弱なガバナンスについての認識の高まり 

 

COVID-19 によるད球規ኟの災禍は、ฌ界のガバナンスがᆊโかつะ弱であり、グローバルな共ྫྷ

のリスクにฌ界がആཆとして協ྔに応できるᎲຎみを作るᅢጅがあることを、ฌ界ཨの間社会

に気ᆋかせ、そのႡ識を高めました。確かに COVID-19 と拡་する気候ᇥ၌による影響はჅ壊で

はありますが、一ሑで気候のะ弱ตや社会ᆊᇓ့、システムのリスクをภみഞす現在の経済社会

システムから換するഓጅな機会を࿓供しています。 

 

それらがもたらす課༎をႡ識して、ฌ界は今、パンデミックや気候ᇥ၌のようなད球規ኟのリスクとඃ

撃にして効果に応できるශしいガバナンスシステムを構ཝすべき時にきています。イノベーショ

ンは、ད域レベルで起こる可Ⴗตがあります。፯えば、༊Ꮋのད域社会における市ኁᄇのශしい取りຎ

みでは、市ኁと技ടの共၍がオンラインでそれぞれの活၌をྔธし、ทᆒのデータを最་限に活ዿし

て、COVID-19 にうまくശするためのオンラインのད෨やツールを開ᄇしました。また、ニュージー

ランドทᆒが COVID-19 をถ功ጮにჍൊしたように、၍ዻのことが国レベルで起こることもありま

す。さらに、現在は公ᇓというには࿘遠いඡ況にあるものの、COVID-19 ワクチンへの公ฝなアクセ

スやᇀვに関しくの国がྔธを開始した፯のように、イノベーションは国際にも起こりえます。 

 

新しい社会契ዃ 

 

現在ᅢጅなことは、ད球規ኟのリスクに系に取りຎむことであり、それにはශしい社会契ዃや行၌

のためのད球規ኟの合意 6 がᅢጅとなります。この社会契ዃには、気候ジャスティス、ད球資源に関す

る公ᇓなアクセスとᇀვ、健康・ᆵ祉関ᎌの権の公ᇓตなどに関するශしいナラティブ（語り口）と፝

ጫᎪ拠がᅢጅとなります。7 現在の൯ᅉ・ภ産モデルとは異なる持໗可Ⴗなライフスタイルを基ຉと

した持໗可Ⴗなቴとഩ環経済をශしく構ມすることが、ทᆒのすべてのレベルにおいてශしいท策に

指をይえます。ഓጅなことは、ශしく、ഉみ易く、持໗可Ⴗで、レジリエントな൙を構ມしຕ່するこ

のような試みに、ฌ界のユースをෆく引き込むことです。 

 

፬は、ຎදを改し公ฝでシステムに及ぶᇥ革を෮ුするため、改めて国家間にශたなഓ活

၌やศዃ活၌を開することができます。すでに、気候にやさしいད球規ኟの活၌がໃ加しているཽし

があります。まず、欧州ᎌ合でฒいをໃしているグリーンニューディール、94 ဒ市による気候ᇥ၌に関

する協を෮ුする C40（ฌ界་ဒ市気候๐၏グループ）、ユースや๐ഉኁによる気候ᇥ၌に関する

急ු運၌などがあります。また、国ᎌ気候ᇥ၌Ꮂຎඞዃの 73 ࿙ዃ国、ฌ界 14 ད域、398 ဒ市、

786 企業、16 ဨ資機関などが次々と 2050 Ⴉまでのネットゼロ༥ถをศዃしています。 
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昨今のシステムにわたるグローバル社会の混ጞは、よりၗで持໗可Ⴗな社会ภシステムを、

དሑからད球レベルまでのスケールで構ມし構ཝする、いわばད球規ኟの協။を実現する社会基ᄯ

を作る最後のチャンスを࿓供しているのかもしれません。8 

 

 

Fridays For Future の抗議ആ会（2020 Ⴉ 9 月 27 ႘、༊ሾ）。海ኜඑ൦によって拡་する災害リスクを強ྔするためにゴーグルをཧዿ

している若者。Taiwan Youth Climate Coalition からの画ໂ。 
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8 成長に焦点を当てた景気刺激策は、パリ協定を危機に陥れる 
 

くの研究は、気候ᇥ၌策にはະဴのコ・ベネフィットがあり、2℃ またはそれ以下の温ཊ化をྩ求

することが経済に最であるという確かなආ拠を示しています。これは、࿃༼ຍ型技ടのコストが་

ᆳに減൛したことに加え、モデルが改され気候影響や汚の社会コストを完にえることが可Ⴗに

なったことによります。時間はኅくなりつつありますが、それだからこそ今すぐにグリーンဨ資と社会ᇥ

革をුめるᅢጅがあります。ただし、ถྙに൳をဴてた景気刺激策はパリ協࿊を危うくし、ྙ期な

社会・経済ᄣ栄をも脅かします。 

 

＜この章のጅ点＞ 

 

● 2℃ よりもഋᇀに࿃く 1.5℃ にとどめる๗ጸの経済効果に൳をဴてた研究のはますます 

ໃ加しています。 

 

● 再エネやバッテリーによるဃ気自၌車など、࿃༼ຍな解決策のコストは劇に࿃下しました。 

 

● 「ถྙが༌一、持໗ตは༌ႏ」とする COVID-19 からの景気回ᆲ๗ጸは、パリ協࿊を失させる

可Ⴗตがあります。 

 

● システムの移行にᅢጅなဨ資は、すべてパリ協࿊に沿ってฝታのエネルギーやႏ酸化༼ຍの削減

に寄ይするᅢጅがあります。 

 

 

 

持໗ตと経済ᄇの間にトレードオフはໜ在しません。ᄣ栄している経済は、ภ産なภ系に依ໜし

ているからです。コロナ禍の応で࿓案される経済刺激策は、パリ協࿊を༥ถし、持໗可Ⴗな経済に移

行するためにᅢጅなဨ資をໃ加させるഓጅな機会となります。 

 

グリーンな移行で増大する経済効果 

 

ますますくの研究は、気候ᇥ၌策には、༽期・ྙ期にわたりະဴの経済効果があるとの確かなආ拠

を࿓示しています。いくつかの気候・経済ျ合モデルは、以、温ཊ化を 2℃ 以下にฑ限する強な緩

Ꭼ策は経済にዛ益でないとしていましたが、これらのモデルを最ශのデータを使って改めて解ืす

ると、パリ協࿊のኬᅮは 1.5℃ または 2℃ よりかなり࿃いレベルで、コストに最であることを示唆

しています。また、最近の研究は、ุ༼のཌ階止は、健康やད域環境などの社会効果とྞไかつ

ഋᇀなコ・ベネフィットがあり、気候ᇥ၌による൙のໟ害の軽減を含めなくても、ᅉዿ効果が高いと

しています。 

 

経済ᇀืがこのようにシフトした一つのጫዡは、再エネやዻ々なဃ化オプションに関する技ട開ᄇが、

ဴഷくのシナリオで仮࿊したよりもᅋඛに急໒に開し、コストが急減したことにあります。፯えば、
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ソーラーパネルによるဃ気のฌ界のᇓ均コストは、2010 Ⴉから 2019 Ⴉの間に 82% ࿃下しまし

た。ශ規稼။した業スケールの再エネ事業については、その 56% が最も安価なශしい化ุႭፍベ

ースのᄇဃよりもコストが࿃くなりました。また、ဃཕのコストもこの 10 Ⴉでほぼ 1 桁下ጜしました。

結果として、༨༼ຍ๗ጸはくのᇀኾでその実現可Ⴗตが向එしました。 

 

「グリーン成長」は見かけほどፕくない 

 

こうした経済ᇀืのシフトにより気候緩Ꭼ策の見ྫྷしが改しましたが、パリ協࿊のኬᅮ༥ถまでの

時間はますます༽くなり、༼ຍバジェットはച൚し໗けています。၍時に、コロナ禍の影響を受けて、経

済の活ต化が急ኃとなっています。まさに、気候や環境への影響と経済ถྙをデカップルした「グリー

ンถྙ」ท策を࿓する์好のタイミングのように見えます。 

 

確かに、༽期には、一ሑで現在の経済を刺激し、၍時に༼ຍバジェットのᄧ囲ၾでჍഞを࿃減させる

࿃༼ຍ技ടဨ資をຎ合せることが、科学にも支持されます。しかし、パリ協࿊のኬᅮとྙ期な持໗

ตを༥ถする確実なሑሓとして、国ၾຳภ産（GDP）のถྙとჍഞのデカップリングを基とした๗ጸ

を支持する科学なආ拠はありません。それは、史にみると、技ടුᇶによる資源効ጴの改やჍ

ഞፘの࿃減よりも、経済のถྙと൯ᅉのໃ加がより໒いペースでුむためです。最近の研究では、Ⴭഞ

ፘと経済産ഞとの間の์かつฌ界なデカップリングを支持するආ拠は極めて限られていること

がነらかとなりました。一ᄤに、高സၜ国は高Ⴭഞ国でもあります。海外からのモノやサービスにᆋ

するჍഞፘを加ታしても、์デカップリングを実現し、Ⴭഞፘを実際に削減した国は、確かにいく

つかはあります。しかし、それらは、ဴഷは極めて高いჍഞፘがあった࿃ถྙの国であり、しかもነ確な

ท策ኬᅮを၏ႚしていた合に限られています。 

 

新しい経済戦ጸがᅢጅである 

 

気候と経済ถྙをデカップリングできる史なආ拠が欠ႛしていることは、異なる๗ጸあるいはᇸ

完な๗ጸがᅢጅであることを意ታしています。ད球の気温がパリ協࿊に沿うレベルにᇱたれながら

もဗのถྙが༥ถできる、それが実現可Ⴗな経᎓を࿓示するモデルがᆷあります。それらは、リバ

ウンド効果を回ᅊするために、技ടの向එに加えて、劇な行၌ᇥዴをᅢጅとしています。ኴ༎は時間

がโჱしてきていることです。技ട革ශと行၌ᇥዴを、፯のない規ኟで໒に実現させるᅢጅがあ

ります。 

 

最近の科学なආ拠によれば、時間がโჱしていることを考ፄすると、COVID-19 後の景気回ᆲが

経済ถྙを主眼とし、持໗ตや気候緩Ꭼをႏ次なものにすれば、パリ協࿊を༥ถし、々の健康やᆵ

祉、そしてሟかな経済ᄇを確ᇱする最後の機会を失うことになります。一ሑで、サステナブルဨ資に

よりグリーン経済を෮ුする際のጅは、経済活၌の刺激だけでなくコ・ベネフィットの෮ුにありま

す。したがって、፯えば、バイオႭፍの་規ኟภ産、ད球工学なオプションの実施、ᇊຮ鉱ᆾの確ᇱな

どをྫྷじて気候ᇥ၌と経済ᄇのデカップリングを行う合には、環境や社会への悪影響をᅊけるよ

うഋᇀな意をᆻうᅢጅがあります。残りの༼ຍバジェットは限られています。したがって、ฝታで་き

なႏ酸化༼ຍ้減につながるဨ資、すなわちႏ酸化༼ຍჍഞ削減の観から高いဨ資収益ጴのあるဨ
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資に、残りのバジェットをഊဴすることがᆊ可欠です。これはᆗᇫな原໋ですが、ၟにグリーンな解決

策にဨ資する資金をዛする高സၜ国にโにዿするᅢጅがあります。  
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9 公正で持続可Ⴗな社会への転換には、都市の電化が 

極めて重ጅである 
 

ဃ化は༨༼ຍ化の実現を可Ⴗにする主ጅなጅ因ですが、このプロセスを加໒させるဒ市ᆪのዂ割がよ

うやくነらかになったばかりです。ဒ市のဃ化は、10 億以එの々に近༉なエネルギーを࿓供す

ることによって、ᆅ困を削減させる持໗可Ⴗなሑሓであると၍時に、気候ᇥ၌とዛ害なད域汚を引

き起こす既ໜのサービスを、クリーンエネルギーで༉するሑሓとしてもጫ解することがഞます。ဃ

会社やဨ資家などの業関係者は、ဃ化をますますถྙする市として見ています。現在の移行は、

自給ጴのໃු、ᆊᇓ့の軽減、及びཨ൚企業のඞ件を改する機会です。そのためには、エネルギーシ

ステム、デザイン思考、及びኁ主な意思決࿊について再考するᅢጅがあります。 

 

 

＜この章のጅ点＞ 

 

● ဒ市のဃ化は、公ฝなエネルギー移行への強なၗ筋です。 

 

● 現在、ဃ気をጦዿする機会がない 10 億以එの々は、より強なဃ化に向けた取りຎみに 

より恩恵を受けます。 

 

● ད域の་気汚の削減と健康及びภ活の質の向එは、ဒ市ဃ化の具なコ・ベネフィットです。 

 

● アクター指向で公ᇓตに基づく移行アプローチは、ဒ市ဃ化のメリットを最་化し、ශたな 

ဃ格差のᄇภなどのリスクを軽減します。 

 

● 移行をถ功させるためのഓጅなጅຍとして、建ཝ環境のฑዃ、公ᇓต、ガバナンス、ဃ技ടが

建ཝ็計、ဒ市計画、移၌計画、々のဒ市空間のጦዿとどのようにະ互作ዿするか考ፄする 

ことが挙げられます。 

 

 

 

ဒ市のဃ化は、効ጴで࿃༼ຍの持໗可Ⴗなエネルギーシステムに向けて一໑ᅌびにුみ、ဒ市環境

の広ᄧで公ฝなᇥ化をൃྙする強な๗ጸです。このアプローチは、་気の質の改とそれにᄔう健

康ඡの改といった具なコ・ベネフィットをၜられることから、応と緩Ꭼを持໗可Ⴗな開ᄇኬ

ᅮと一ཙさせるものです。ဒ市のဃ化にはႏഓの意ታがあります。一つは、ဒ市ᆪ、ၟに急໒にᄇし

ているဒ市ᆪで、ဃ気へのアクセスを確ᇱすることです。もう一つは、ဒ市ᆪにおける༉Ⴍፍとして

のဃ気の拡་ጦዿで、建ཝ環境の็計とクリーンဃ࿓供システムの開ᄇを結びつけることです。 
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最前線にある“都市” 

 

ทᆒ、コミュニティー、及びኁ間企業を含むဒ市は、イノベーションの最にあります。ဒ市は加໒

した公ฝなエネルギー移行のཨになることが可Ⴗです。応策は、口ቹဗだけでなく、ᅋ公式な居

ഉད、環境ᆊᇓ့、及びエネルギーのᆅ困などを考ፄすると、エネルギー需ጅをໃ加させる可Ⴗตが

あります。ဒ市のဃ化は、応するために、再ภ可Ⴗな供給源からのクリーンで手ごろなཏཌのエネル

ギーへのアクセスを࿓供する機会をもたらします。ဒ市をဃ化する取りຎみは、ဃ気へのアクセスが欠

ႛしているฌ界の 10 億以එに恩恵をもたらします。そのくは、急໒にဒ市化がුむད域や、ဃ気

へのアクセスがᅋඛにᆊ均一なဒ市化されたད域にഉんでいます。Ⴚདでは、ဃ需ጅがまだ࿃

いため、収ႚをၜてᆅ困を緩Ꭼする恩恵をይえるミニグリッドの可Ⴗตは限られています。ただし、ဒ

市ᆪのဃ化がエネルギーᆅ困にይえる影響は完にጫ解されていません。 

 

市場の新たな成長の源としての電化 

 

現在、ဒ市のဃ化は、ဒ市の建ᆾと᎓එ移၌、ၟにဃཕ式ဃ気自၌車、Ⴈポンプ及びፍጫዿコンロによ

ってᄇしています。ဃ会社とဨ資家は、ဃネットワークへのฌ界なဨ資傾向からᇀかるように、

このようなᇥ化をශたなถྙ源として見ています。༼ຍ強ဗは、ဒ市においてまた自治がസዛするဃ

会社において、より急໒に࿃下するとያ໐されます。それは、それらの再ภ可Ⴗエネルギーኬᅮ、ၤ

自の規ฑ構່、及びད域、州及び国の経済においてഓጅなዂ割を༶っていることによります。 

 

ဒ市ဃ化の可Ⴗตは、ᇀ散型エネルギーシステムのኜな価ཏ࿓案をႡ識するシステムな観か

ら、ဃ供給を根に再考して、強なആཨ型高༼ຍဃシステムをሌ壊させることにあります。ဒ

市ဃ化は、ဨ資と技ടに関する意思決࿊へのアクセスに་なᆊᇓ့があるため、リスクをᄔいます。

そのリスクは、軽減されなければ࿃༼ຍシステムから恩恵を受けて、それをጦዿする金ዬዣがある

々とそうでない々、あるいはᆟの影響をᆟう々との間のᇀཉをෆめるかもしれません。公ฝなイ

ノベーションプロセスを確ᇱし、ဃ化プロジェクトがะ弱な々に意෨しないᆟの影響をይえないよう

にするためには、移行をྫྷして、ዻなステークホルダーを巻き込んだ公ᇓตとฝ義をഓ視したアプロ

ーチがᆊ可欠です。ဒ市ဃ化の恩恵を最་限活ዿするには、ガバナンスのฑዃ、建ཝ環境、ဃ技ടが

どのように建ᆾ็計、ဒ市計画及び移၌計画と々のဒ市空間のጦዿとະ互作ዿするかを考ፄするᅢ

ጅがあります。 

 

市ኁᄇ（ボトムアップ）の移行 

 

くの行၌によりဒ市ဃ化の可Ⴗตを実現することができます。コミュニティー、དሑ自治及びဃ

会社は、ᇀ散型エネルギーᄇဃ、マイクログリッド、及びスマートグリッドのようなᇀ散型ဃシステムを

၏ႚしています。市のဴ局は、自らのทᆒがസዛする施็において、再ภ可Ⴗエネルギーのጦዿを້ු

し、それらを建ཝ規໋にຎみ込み、ဃ、建ᆾ及びዐຽᇀኾの再ภ可Ⴗエネルギーを້ුしています。

くの合、若い気候ᇥ၌活၌家、コミュニティー関係者、及び国を越えたネットワークなどのຶの根運

၌が移行をුめています。その取りຎみには、ဒ市計画、環境にვፄしたዐຽ及びဃኦのျ合に加

え、現在のエネルギーฑとそれを維持する参加者やท治権威を取り巻く既ໜの関係にྉ๗する
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ことも含まれています。建ཝ環境、ຎදඑのฑዃ、エネルギー源の༼ຍ強ဗなどのጅ求に、システム移

行への公ᇓなアプローチでശすることで、ဒ市ဃ化の恩恵を受けることができます。 
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10 気候訴訟は人権ዸ護のための重ጅな気候行動である 
 

気候ᇥ၌をጌえようとしている々にとってሓ࿎はとなりました。気候ᇥ၌を༌一の関事として

ຮわれてきた裁ᄕでは、༱が何をもってሓ࿎でሓད位をዛするか、ቴのฌ༉などのጦ益を༉ᅳし

うるのは༱なのか、ということまでኴいます。これらのශしい種፬の裁ᄕでは、裁ᄕസが互いに学び合

い、影響し合うことがあります。፯えば、国ၾ裁ᄕസがどのようにケースをശጫしたかによって国際ሓ

࿎に影響をይえる合や、その逆に国ၾ裁ᄕが国際ሓ࿎から影響を受ける合があります。気候ᇥ၌

へ緊急に応することがᅢጅであるため、裁ᄕ官が「ጵሓ者」としてのዂ割を取りႚれてຂམを強ฑす

る可Ⴗตがあるということになります。 

 

 

＜この章のጅ点＞ 

 

● 権ጦに基づくຐඅは、気候ᇥ၌にശするためのශしいツールになっています。 

 

● このような気候ຐඅをྫྷじて、「権ጦ者とは༱か、何か」というሓなጫ解は、ቴのฌ༉、 

まだภまれていないฌ༉、自のጅຍ、さらにそれらをሓ࿎で༉ᅳすることができるにまで 

拡་しています。 

 

● 気候ຐඅは、国ၾᄕ፯ሓが国際ሓ࿎の応に影響するなど、ዻ々なሓ࿎の結Ꭺの間の 

ະ互作ዿを示しています。 

 

● 気候ຐඅに関するケースは、国境を越えた々にする危害にもശします。 

 

● ではഋᇀな気候行၌がとられていないことを考えると、裁ᄕസは気候ᇥ၌にശするための

「ሓጳ家」として貢献することができます。 

 

 

 

ຐඅは気候ᇥ၌を回ᅊし、パリ協࿊のኬᅮを支援するຂམを求めるためのഓጅなツールとなっていま

す。気候に関ᎌしたほとんどのຐඅは、፯えば 2015 Ⴉに Urgenda 財ཆがオランダ国家をະ手に࿓

ຐしたຐඅのように、ทᆒにする公なຐඅです。ุው会社のようなኁ間のဴ事者がະ手になること

もあります（፯えば、Friends of the Earth オランダ支ᆪを含む環境 NGO グループが、2019 Ⴉ

に Royal Dutch Shell をຐえた一件］。そのようなຐඅは国ၾሓ࿎と国際ሓ࿎、ලᄕ機関や権ඞ

ዃ機関、またはᆊള守メカニズム（non-compliance mechanisms）でຮわれます。気候ຐඅでは

権ඹ害に関する主྅が་࿓となっています。ၟにラテンアメリカなどの࿃開ᄇ国におけるຐඅの

がໃえ、社会に་いに影響をይえており、ヨーロッパ及びᇚ国においてもຐඅ፯があります。 
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人権を気候ᇥ動のᇌቾに適ዿ 

 

気候ຐඅは、ภໜ権やพ潔で健康な環境への権など、気候ᇥ၌による影響を受けている既ໜの権

のၾዴとそのᄧ囲をነらかにしています。権ጦに基づくຐඅは、可Ⴗな限り最་限のኬᅮをᄗ映するた

めに国家の気候ᇥ၌に関する計画、ท策、及びሓጳのጅ件を改することによって、気候ᇥ၌に関する

よりആཨした議Ꭺ及び、国家による行၌の義ኃ（すなわちデューデリジェンス）の改に繋がっていま

す。これらのුᇶをྫྷして、科学なආ拠とල決の間にഓጅなະ関関係をみることができます。 

 

ሓ廷が「ጵሓ者」としてのዂ割を果たす 

 

気候ᇥ၌に関する行၌の緊急ตとโなຂམや施行の欠ႛにより、いくつかのຐඅሓ࿎はጵሓ者とし

て介ႚすることがあります。これは、ഌのฒの均衡の解釈にྉ๗するものです。そのጫዡは、気候

ᇥ၌関ᎌのท策を作ถすることはྫྷඛ、国のጵሓᆒのፚ域だからです。 

 

訴訟は国境を越えたኴ題に対処する 

 

影響と原因のፊሑにおいて国境を越える気候ᇥ၌のต質から、ຐඅは気候ᇥ၌に関ᎌした権に国際

にശする際のഓጅなツールとなります。気候ຐඅがᄕཉするඑでዛዿであるというᎪ議を呼んで

いるኴ༎は、「ዐႚされたჍഞፘ」（സでภถされてその過࿘でჍഞされるが、国ၾで൯ᅉされるも

の）、または「ዐഞされたჍഞፘ」（海外でยลされてႭ൲されたዐഞุው及びガスの結果）にして国

家が႞をᆟうかᄵかというです。これは治外ሓ権と呼ばれます。またሓ࿎、ള守手വ、及び権ඞ

ዃ機関は、環境移ኁのようにその国でもはやภ活できないために国を去る々のད位及び権ጦをႡ識

するよう求められ始めています。2020 Ⴉ 1 月に国ᎌ権委員会により裁決された Ioane Teitiota

ニュージーランドのຐඅは、国が気候ᇥ၌による悪影響から、༱かのภ活を危険にさらするかもしれ

ないസにることを強ฑすることはภໜ権のඹ害である（市ኁ及びท治権ጦに関する国際規ዃ

༌ 6 ඞに基づき）とᄕ࿊するഷめての裁決でした。 

 

拡大するሓ的地位と代ᅳ権 

 

気候ᇥ၌に関ᎌしたᅇ害を主྅する最近のいくつかのኬされる国際な裁࿊ษ求は、༱がもしくは

何が、裁ᄕസのኬから見てሓད位をዛしているか、また、༱がもしくは何が、健な環境に関する൙

ฌ༉の権ጦとጦ益を༉ᅳする資格があるのかについて、ශたな概Ⴊを࿓供してくれるかもしれませ

ん。気候ຐඅを༉ᅳするアクターのᄧ囲は、NGO、行ท監査官、受༛者、ཆ、ทᆒ機関、または個の

グループが含まれるように拡་しています。国際なᆧ༊において、ฝဴなアクターとしてၟᇠに位མ

ᆋけられている子どもたちが、子どもたち自ි及びある࿘ဗまでの൙ฌ༉の༉ᅳとして、ຐඅや፬

似の手໗きを開始しています。原告は、൙のዛ害ตまたは൙のฌ༉が受ける害に関わるᅇ害者で

あるということを確ጵするようဖめます。፯えば、12 の国ฺを༉ᅳする 16 の子どもたちが、2019

Ⴉに国ᎌ・子どもの権ጦ委員会のに 5 つの国にしてᆊᆴጵを࿓ഞし、また、6 のポルトガルの

若者グループが、33 の国にしてよりኾな気候ᇥ၌にするຂམを講じさせるために、2020

Ⴉにヨーロッパ権裁ᄕസでษをしഞました。 
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自然のሓ的権ጦ 

 

気候ຐඅののഓጅな革ශは、自のሓ権ጦへのᄇです。፯えば、環境機関である Asociación 

Civil por la Justicia Ambiental（「環境ฝ義のための市ኁཆ」）が 2020 Ⴉにアルゼンチンで、

湿དภ系を「権ጦのඉ」とႡめるためのຐඅを起こしました。また 2018 Ⴉには、コロンビアの最

高裁ᄕസがアマゾンを主に気候ᇥ၌緩Ꭼのためのᇱ護に関する権ጦをዛするฝဴなඉであるとႡめ

ました。 

 

地域スケールを越えた相互作ዿ 

 

国際ሓ࿎とලᄕ機関は気候ᇥ၌に関する裁決と勧告について、さらに強なとなりၜるとႡめられ

てきています。このഋႩ、国家は国際ሓ࿎及びලᄕ機関を国際な環境に関するሓᎪຮのྔ࿄の

ためのโなሓ࿎であると見なしてきました。国ၾ、ད域、及び国際なレベルにおける裁ᄕ官、ሓ࿎

及びලᄕ機関の間で見られた影響とະ互作ዿは、気候ຐඅによるශたな影響をより一ᄤに示してい

ます。 
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